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新潟市職員措置請求の請求の要旨、主張事実を書き換えて審査しな

いよう求めることについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要   旨  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新潟市職員措置請求の審査結果について（通知）が送付されたが、

請求の要旨、主張事実の欄に、介護保険課は、その原因を、委託業

者がデータを抽出する際に、集計期間を誤って設定したためと記載

していた。  
上記の通知には、委託業者が誤ったと記載しているが、委託業者

が誤った事実はなく、請求者も委託業者が誤ったとは全く記載して

いない。そもそも委託業者が誤ったのであれば、市側に何の問題も

なく、監査請求の対象にならないことは明白であり、監査請求をす

る者はいない。監査委員事務局職員に、人はミスをするものであり、

ミスであれば致し方ないと問いかけた。  
この問いかけに対して、ミスではない。委託業者が誤ったと読み

取ったと主張した。監査委員と監査委員事務局職員は、事実確認を

しているにもかかわらず、どうしてこのような主張事実に書き換え

たのでしょうか。全く理解できません。私は慎重を期して、市が発

表した報道発表文を引用して記載している。委託業者が誤ったと読

み取ったならば、報道発表文の内容は、市が誤ったのではなく、委

託業者が誤ったと発表したことになる。さらに、監査委員４名と関

係する監査委員事務局職員４名が同意して通知したと説明してい

るが、誰も気づかず、決裁したのでしょうか。新潟市職員措置請求

が提出されると、市長、議長宛てに通知されますが、その内容と審

査結果の主張事実が違うことに気がつく人はいなかったのでしょ

うか。  
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請求の要旨、主張事実には、請求者が記載した請求要旨をそのま

ま記載しなければならないことは、当然であってしかるべきとこ

ろ、別の主張に勝手に変えている。  
以上のことから、次のことを求め陳情いたします。  

 
記  

 
１ 請求の要旨、主張事実の内容を書き換えないで、審査をするこ

と。  
 
２ 委託業者が誤ったとした経緯と、どうしたら読み取れるのか説

明すること。  


